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有機触媒を用いたステロイドおよび軸不⻫分子の 新規高立体選択的合成 および








の背景となる有機触媒 diphenylprolinol silyl ether を用いた不斉反応について述べたのち、本博士論文
の概要について述べた。 
 















































Total   5 pots
Total 15% yield
Total   4 FCC purification
Total 12 pots
Total 4.5% yield
Total 10 FCC purification
Asymmetric domino Michael/aldol reaction









































































































up to 99% ee
up to 98% ee
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論文審査の結果の要旨 
 
本博士論文は、有機触媒を用いた不斉ドミノ反応を鍵反応とするステロイドの短工程合成、
不斉配位子や不斉有機触媒として広く利用されている軸不斉分子の、有機触媒を用いた立
体選択的かつ効率的合成、さらに固定化有機触媒の開発について述べたものである。 
第一章では、有機触媒を用い新たに開発した不斉ドミノ Michael/aldol 反応を基盤とし
て、ステロイドの一種であるエストラジオールメチルエーテルの 5-pot 合成を達成した。
本合成は当該化合物の現在最少ポット数での合成である。第二章では、有機触媒を用いて、
中心不斉を有する光学活性ジヒドロナフタレンを合成し、その芳香化により軸不斉分子の
ワンポット合成を行った。またこの際に芳香化の過程で軸に関する立体化学情報が反転す
る現象を見出し、その反応機構を明らかとした。第三章では、第二章の結果を受け単一の
不斉源から合成された光学活性中間体より軸不斉化合物の両エナンチオマーを合成する、
エナンチオダイバージェントな合成法を見出した。本手法は、天然から入手困難な不斉源
のエナンチオマーを用いることなく、同一の不斉源から目的物の両エナンチオマーを合成
できる点で優れた合成法である。第四章では有機触媒ジフェニルプロリノールシリルエー
テルの再利用性向上のため、ポリマーへ担持した新規有機触媒の開発を行った。モノマー
触媒およびポリマーについて種々検討を行い、PS-PEG へ担持した固定化有機触媒が水中
においてモノマー触媒とほぼ同等の高い反応性を示すことを見出し、またこの触媒が容易
に回収可能であることを明らかにした。本結果はモノマー触媒を固相に担持すると反応性
が低下するという有機触媒の課題を克服した、固相担持型有機触媒の発展において重要な
知見である。 
以上、本研究は有機合成化学の分野に画期的な貢献をするものであり、自立して研究活
動を行うに必要な高度の研究能力と学識を有することを示している。したがって，越野晴太
郎提出の博士論文は，博士（理学）の学位論文として合格と認める。 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
